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長野県塩尻市

総務文教委員会　行政視察報告（10 月 18 ～ 20 日）

図書館のあり方

市立図書館や市民センター、

商工会議所などが入居する複

合型施設「えんぱーく」を視察。

５年で累計来場者 300 万人を達

成しており、基本計画策定から

約 12 年かけ、市民との論議を

重ね十分に市民の意見を取り

入れられた施設でした。

長野県茅野市

公共施設等総合計画の策定

「公共施設総合管理室」の設
置や、市民アンケートを実施
し、その結果を基に作業を進め
ていました。アンケート結果で
は、縮小やむなしとの回答が
多く、公共施設の新規整備は原
則行わないことや、複合化の推
進、統廃合を検討し、施設総量
の縮減を図るとのことでした。

静岡県島田市

公共施設マネジメント推進

14 歳以上の市民を対象に市

民アンケートを実施。市長自

ら、市内 60 余りある自治会

を訪問して市政対話を実施し

ていました。また、高齢化率

50％を超す限界集落の廃校で、

地域資源を活かした体験交流

などを行う山村都市交流セン

ター「ささま」を視察しました。

石川県小松市

建設厚生委員会　行政視察報告（８月１～３日）

介護ロボットの普及推進事業

介護従事者の負担軽減、質の

高い介護サービスの提供など

を目的に補助金制度を創設。大

学と企業が共同開発した「バラ

ンス練習アシストロボット」の

実地体験を行いました。データ

収集・研究施行段階であり、今

後の研究開発が期待されます。

石川県金沢市

高齢者居住コミュニティ

社会福祉法人佛
ぶ っ し え ん

子園が運営

する高齢者居住コミュニティ

「シェア金沢」を訪問。コンセ

プトは「ごちゃまぜ」で、高齢

者・障がい者・大学生が一つの

エリアで共に暮らし、地域住民

との交流も自然に生まれる施

設で、誰もが生涯活躍できる街

（地域）を目指しています。

石川県七尾市

老朽危険空き家解消支援制度

老朽危険空き家などの解体

費用を補助する制度を創設。平

成 27 年度 16 件、28 年度（視

察時点）では４件を処理し、危

険の解消を推進しています。課

題は、死亡により相続人不明の

物件があり、対応に苦慮してい

ることや解体費が高額になっ

ているとのことでした。

４



議 決 結 果議 決 結 果議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

藤

田
　

厚

土
井
正
人

永
岡
静
馬

田
中
直
文

報告第９号
専決処分報告について
（損害賠償の額および和解について） ―

議

長

職

は

表

決

権

な

し

承認第９号
専決処分報告について（平成28年度島根県江津市一般
会計補正予算（第５号）を定めることについて） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 江津市税条例の一部を改正する条例制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号
江津市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号
江津市農業委員会の委員等の定数を定める条例の制定につ
いて 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号
江津市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の
使用の公営に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号
江津市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用ポスター
の作成の公営に関する条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号
江津市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関す
る条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第71号
辺地に係る総合整備計画を定めることについて（谷住
郷辺地、松平辺地） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第72号
市道の路線の認定について（青陵台団地幹線、青陵台
団地１号線、青陵台団地２号線） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号
平成28年度江津市一般会計補正予算（第６号）を定め
ることについて 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第74号
平成28年度江津市公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号
平成28年度江津市簡易水道事業特別会計補正予算（第
２号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号
平成28年度江津市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第77号
平成28年度江津市水道事業会計補正予算（第２号）を
定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第78号
財産の取得について（情報セキュリティ強化対策に向
けたシステム機器等の購入契約の締結） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第79号
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改
正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号
市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定
について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第81号
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号
職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例制
定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号
職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条
例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号
平成28年度江津市一般会計補正予算（第７号）を定め
ることについて 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号
平成28年度江津市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第87号
平成28年度江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第２号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第88号
平成28年度江津市公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第89号
平成28年度江津市簡易水道事業特別会計会計補正予算
（第３号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第90号
平成28年度江津市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第91号
平成28年度江津市水道事業会計補正予算（第３号）を
定めることについて 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号
際限のない年金削減を強行する年金制度改革関連法案の廃
案などを政府・国会へ働きかける意見書の提出について 不採択 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●

意見第４号 簡易水道の統合についての意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第５号
米軍機の低空飛行訓練についての意見書の提出につい
て 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥　　棄 棄権
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第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
で
の
実

施
計
画
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
５
年
で

約
16
億
円
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
が
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針
と

基
金
の
状
況
は
。

　

現
在
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
な
ど
を
策
定
中
で
、
第
５
次
大
綱
を

平
成
29
年
度
ま
で
延
長
し
、
歳
入
の
確

保
や
歳
出
の
適
正
化
と
抑
制
を
行
う
。

基
金
は
第
５
次
大
綱
実
施
前
の
平
成
22

年
度
は
総
額
31
億
円
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成

27
年
度
末
で
48
億
円
に
積
み
増
し
た
。

【
生
活
排
水
処
理
に
つ
い
て
】

　

個
別
処
理
、
特
に
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
、

設
置
整
備
事
業
補
助
金
の
加
算
な
ど
、

普
及
を
進
め
る
施
策
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
汚
水
処
理
施
設

整
備
構
想
お
よ
び
下
水
道
事
業
計
画
の

見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
整
備

区
域
の
縮
小
に
よ
り
個
別
処
理
区
域
の

拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。
今
後
、
財
政
事

情
を
勘
案
の
上
で
、
補
助
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

歳
出
の
推
計

　

（
財
政
課
：
中
期
財
政
計
画
よ
り
） 森脇　悦朗

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
編
成

方
針
は

　

各
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

し
、
取
捨
選
択
を
一
層
徹
底
す
る

８



　

代
替
交
通
の
運
行
計
画
の
課
題

は
。

　

ル
ー
ト
・
運
賃
・
運
行
回
数
・
運

行
形
態
・
路
線
の
接
続
・
車
両
の
規
模
・

運
行
事
業
者
・
ダ
イ
ヤ
・
停
留
所
の
位

置
・
停
留
所
の
種
類
・
廃
線
後
の
鉄
道

の
取
り
扱
い
な
ど
、
い
ず
れ
も
重
要
な

課
題
が
あ
る
。

　

運
行
ル
ー
ト
や
運
賃
へ
の
考
え

は
。

　

地
元
で
の
意
見
交
換
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
持
続
可
能
な

仕
組
み
を
検
討
す
る
。

　

廃
線
後
の
跡
地
な
ど
へ
の
考
え

は
。

　

基
本
的
に
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
管
理

す
る
よ
う
交
渉
す
る
。

　

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
の
駐
車
料
金
へ

の
苦
情
を
多
く
聴
く
。
パ
レ
ッ
ト
ご

う
つ
の
設
置
目
的
は
交
流
人
口
の
増

加
。
目
的
を
果
た
す
た
め
、
30
分
ま

で
無
料
の
料
金
を
１
時
間
ま
で
無
料

と
す
る
こ
と
や
、
周
辺
で
買
い
物
を

し
た
ら
無
料
に
す
る
な
ど
、
や
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

利
用
状
況
は
１
日
平
均
１
０
０
台

で
、
イ
ベ
ン
ト
時
以
外
は
満
車
に
な

ら
ず
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
施

設
利
用
者
に
は
利
用
時
間
に
応
じ
て

無
料
と
し
て
お
り
、
駐
車
料
金
変
更

は
考
え
て
い
な
い
。

【
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
桜
江
】

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
桜
江
は
、

１
０
０
０
人
超
が
参
加
し
、
参
加
者

と
そ
の
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
多

数
の
交
流
人
口
が
あ
る
。
前
夜
祭
の

開
催
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
の
公
認
な
ど

で
、
よ
り
多
く
の
参
加
が
見
込
め
る

情
報
発
信
を
。

　

参
加
者
の
５
割
以
上
が
リ
ピ
ー

タ
ー
で
、
地
元
住
民
の
お
も
て
な
し
が

評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
交
流
人
口

を
増
や
し
、
風
の
国
や
市
内
温
泉
施
設

の
利
用
促
進
、
観
光
や
特
産
品
の
紹
介

を
行
う
な
ど
、
一
層
の
交
流
人
口
拡
大

に
向
け
て
取
り
組
む
。

パレットごうつの駐車場

廃止される三江線 藤田　　厚

　

三
江
線
廃
止
に
伴
う
全
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は

　

平
成
29
年
６
月
頃
に
は
幹
線
の

運
行
計
画
案
を
作
成
す
る
予
定

森川　佳英

　

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
の
駐
車
料
金

引
き
下
げ
を

　

変
更
の
考
え
は
な
い

９



　

産
業
人
材
や
企
業
が
要
求
す
る
求

人
を
育
て
る
た
め
の
対
応
は
。

　

産
業
人
材
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
り
、
小
・
中
学
生
へ
の
江

津
工
業
高
校
や
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根
の
見
学
や
物
づ
く
り
教
室
の
実
施
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ポ
リ
テ
ク
カ

レ
ッ
ジ
島
根
の
学
生
に
対
し
て
奨
学
金

制
度
を
創
設
し
て
お
り
、
市
民
に
も

徐
々
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
に
加

え
、
教
員
・
保
護
者
・
市
民
を
対
象
と

し
た
市
内
企
業
へ
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実

施
す
る
考
え
は
。

　

市
内
企
業
と
教
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な

ど
と
の
意
見
交
換
や
、
中
学
生
の
職
場

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
少
し
Ｐ

Ｒ
不
足
か
も
し
れ
な
い
。
本
市
が
窓
口

と
な
っ
て
連
携
を
進
め
て
い
く
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
践
事
業
交

付
金
の
10
年
経
過
後
の
対
応
は
。

　

組
織
運
営
費
と
地
域
づ
く
り
10
年

計
画
に
基
づ
き
交
付
す
る
独
自
事
業
費

の
二
層
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
事

業
費
部
分
は
10
年
間
で
１
０
０
０
万
円

の
期
限
を
設
け
て
お
り
、
経
過
し
た
場

合
は
終
了
。
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
動
動
向
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
新
た
な
制
度
の
設
計
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
】

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
す
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
加
配
を
。

　

現
状
は
１
名
体
制
で
、
地
域
か
ら

の
要
請
に
充
足
す
る
状
況
で
は
な
い
。

将
来
的
に
東
中
西
南
の
４
地
区
に
配
置

す
る
の
が
適
切
。
平
成
28
年
度
で
、
募

集
を
行
っ
た
が
適
任
者
な
し
と
判
断

し
、
採
用
を
見
送
っ
た
。
地
域
住
民
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
き
ち
ん
と
と

れ
る
こ
と
が
大
前
提
で
、熱
意
が
あ
り
、

本
市
に
定
住
の
意
思
が
あ
る
こ
と
を
最

低
条
件
と
し
て
い
る
。

企業進出が進む江津工業団地

波子町の c-space 虎の穴で行われたイベント

土井　正人

　

市
内
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保

に
つ
い
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
提
案
を

行
っ
て
い
る

坪内　涼二

　

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に

目
標
人
口
の
設
定
を

　

地
域
が
主
体
的
に
目
標
を
定
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
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江
津
市
版
総
合
戦
略
四
つ
の
基
本

目
標
中
、
目
標
１
「
生
業
を
増
や
し
安

定
し
た
雇
用
を
つ
く
る
」
へ
の
評
価
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

新
分
野
進
出
・
６
次
産
業
化
・
企

業
誘
致
・
観
光
産
業
の
推
進
で
雇
用
確

保
を
重
点
施
策
と
し
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
。
観
光
産
業
で
は
、
多
様
な
滞

在
型
観
光
の
可
能
性
を
検
証
し
、
観
光

ル
ー
ト
の
開
発
を
進
め
る
。

　

目
標
２
「
住
み
た
い
！
住
み
続
け

ら
れ
る
江
津
を
つ
く
る
」
は
。

　

人
口
の
社
会
減
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
ず
、
平
成
27
年
度
の
社
会
動
態
は

１
３
０
人
の
転
出
超
過
。
今
後
は
、
若

年
世
代
の
人
口
減
少
対
策
の
充
実
強
化

を
図
る
。

　

目
標
３
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

地
域
み
ん
な
で
育
む
」
は
。

　

出
産
や
子
育
て
の
対
応
の
充
実

や
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
育
、

教
育
環
境
の
充
実
で
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
。
今
後
、
子
育
て
世
代
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
や
、
女
性
の

再
就
職
や
自
ら
の
特
技
を
活
か
し
た
起

業
、
創
業
へ
の
支
援
を
行
う
。

　

目
標
４
「
自
助
・
共
助
・
公
助
に

よ
る
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
」
は
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

を
図
り
、
若
者
や
女
性
が
参
画
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

本
市
か
ら
石
見
智
翠
館
高
校
へ
の

今
ま
で
の
支
援
の
流
れ
は
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
た
び
た
び
損
失

補
償
契
約
を
結
び
、
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
て
き
た
。
平
成
17
年
に
学

校
が
経
営
困
難
と
な
っ
た
際
、
損
失

補
償
が
問
題
と
な
り
、
平
成
19
年
度

に
約
６
億
円
の
損
失
補
償
を
整
理

し
た
。

　

年
間
４
４
０
０
万
円
の
補
助

は
、
い
つ
ま
で
実
施
す
る
の
か
。

　

平
成
32
年
度
に
終
了
予
定
。

　

本
市
は
学
校
か
ら
の
運
営
状
況

の
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
市
議

会
へ
も
情
報
の
提
供
を
。

　

情
報
提
供
も
必
要
。
一
緒
に
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

全
校
生
徒
５
８
７
人
の
命
を
守

る
校
舎
の
耐
震
化
は
。

　

診
断
で
は
耐
震
基
準
を
下
回
っ
て

い
る
。
経
営
再
建
中
で
対
策
は
見
送
ら

れ
て
い
る
が
、
耐
震
化
の
工
事
費
見
積

も
り
は
約
４
億
７
７
０
０
万
円
。
本
市

と
し
て
は
学
校
の
方
針
を
注
視
す
る
。石見智翠館高校の寮

地域間交流が進む川登市 島田　修二

　

江
津
市
版
総
合
戦
略
の
具
体
的

な
推
進
を

　

成
果
検
証
を
踏
ま
え
個
別
事
業

を
見
直
す

鍛治恵巳子

　

石
見
智
翠
館
高
校
の
耐
震
化
・
今

後
の
支
援
は

　

自
主
経
営
が
あ
る
べ
き
姿
だ
が
、

支
援
な
し
で
は
困
難
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義
務
教
育
の
役
割
は
。

　

教
育
基
本
法
第
５
条
で
は
「
義

務
教
育
と
し
て
行
わ
れ
る
普
通
教
育

は
、
各
個
人
の
有
す
る
能
力
を
伸
ば

し
つ
つ
社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生

き
る
基
礎
を
培
い
、
ま
た
、
国
家
及

び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
基
本
的
な
資
質
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
」

と
あ
る
。
本
市
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
地
域
住
民
・
地
域
事
業
主
な

ど
と
、
関
わ
り
を
持
つ
学
習
が
推
進

さ
れ
て
い
る
。

　

高
校
教
育
は
受
益
者
負
担
が
基
本

と
考
え
る
が
、
公
立
・
私
立
の
高
校
へ

の
本
市
か
ら
の
年
間
の
支
援
額
は
。

　

平
成
27
年
度
決
算
額
で
約
５
６

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

魅
力
化
な
ど
の
義
務
教
育
推
進
の

た
め
の
予
算
の
確
保
は
。

　

全
員
が
非
正
規
雇
用
と
な
っ
て
い

る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
望
に

応
え
、
処
遇
改
善
を
。

　

仕
事
が
な
く
雇
用
が
切
れ
る
８
月

も
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
を
継
続
さ

せ
、ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
た
際
に
、

出
勤
で
き
な
か
っ
た
分
を
賃
金
補
償
す

る
な
ど
改
善
し
て
い
る
。
今
後
も
取
り

組
む
。

　

そ
の
改
善
後
に
要
望
を
聴
い
て
お

り
十
分
で
な
い
。
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員

の
処
遇
は
、
本
市
の
非
正
規
雇
用
職
員

の
基
準
に
準
じ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
の

処
遇
改
善
を
。

　

平
成
27
・
28
年
度
に
賃
金
引
き
上

げ
を
行
な
っ
た
。
現
時
点
で
こ
れ
以
上

は
考
え
て
い
な
い
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
さ
れ
る
年
収

２
０
０
万
円
以
下
を
脱
し
た
か
。

　

２
０
０
万
円
に
は
少
し
足
ら
な
い
。

【
市
立
図
書
館
の
改
修
】

　

市
立
図
書
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
を
実
施
中

で
、
図
書
館
の
改
修
に
は
３
０
０
万
円

程
度
が
必
要
な
た
め
、
財
政
状
況
・
優

先
度
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

教
員
の
研
修
は
、
指
導
主
事
の
先
進

地
視
察
の
予
算
を
新
た
に
確
保
し
た
い
。

魅
力
化
の
予
算
は
、
県
が
行
う
教
育
魅

力
化
交
付
金
や
過
疎
対
策
事
業
債
を
有

効
活
用
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

　

英
語
学
習
へ
の
意
欲
と
夢
を
持
た

せ
る
た
め
の
短
期
留
学
を
。

　

平
成
元
年
か
ら
22
年
間
実
施
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

の
再
開
は
難
し
い
。

職員の処遇改善を求める学校給食センター

田中 利德

　

よ
り
良
い
義
務
教
育
推
進
の
た
め

の
具
体
的
施
策
は

　

江
津
の「
明
日
を
創
る
人
づ
く
り
」

を
進
め
る

多田　伸治

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

処
遇
改
善
を

　

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
取
り

組
む

平成 28 年度　全国学力・学習状況調査

中学校調査　　３年生　市内４校　184 名

中学校 種 別 江 津 全 国 島 根

国 語
Ａ 75.8 75.6 76.3

Ｂ 66.0 66.5 67.9

数 学
Ａ 55.3 62.2 59.5

Ｂ 36.8 44.1 41.7
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水
道
管
の
更
新
と
耐
震
化
の
進
捗

状
況
は
。

　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
は
、
平

成
28
年
度
完
了
予
定
。簡
易
水
道
で
は
、

約
13
㎞
を
更
新
。今
後
は
、塩
化
ビ
ニ
ー

ル
管
の
更
新
を
進
め
て
い
く
。

　

更
新
費
用
増
大
に
よ
る
水
道
料
金

へ
の
影
響
は
。

　

日
本
水
道
協
会
な
ど
を
通
じ
て
国

へ
補
助
制
度
改
善
を
要
望
し
て
い
く
。

今
後
10
年
間
の
収
支
計
画
・
試
算
を
し

た
「
投
資
・
財
政
計
画
」
を
策
定
中
。

現
時
点
で
は
赤
字
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。

　

桜
江
簡
易
水
道
と
の
統
合
の
状
況

は
。

　

す
べ
て
の
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

が
完
了
し
、
平
成
28
年
度
内
に
上
水
道

に
統
合
す
る
。
簡
易
水
道
区
域
へ
の
国

か
ら
の
交
付
金
制
度
が
激
変
緩
和
措
置

で
５
年
間
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

６
年
目
以
降
は
引
き
下
げ
と
な
る
た

め
、水
道
会
計
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。どうなる江津の水道 永岡　静馬

　

水
道
事
業
の
新
会
計
基
準
に
よ

る
会
計
処
理
の
変
更
点
は

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
作

成
の
義
務
付
け
な
ど
が
変
更
点
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11 月 11日から 19日にかけ、市内４カ所で開催しました。第１部は９月議会の報告を行い、第２部では会

場ごとに違うテーマでパネルディスカッションを行いました。第３部では、参加して頂いた市民の皆様と意

見交換会を行いました。

第８回 議会報告会を開催

波積会場
「山陰道と道の駅について」

●道の駅は、地産地消の目標設定をすべき。交流

については、農業者が中心となってできる工

夫が必要。学校給食で地元５割くらいだせる

核として道の駅を発展させる必要がある。

●入場者数・売上は、良好な数字で推移している。

課題は供給規模が小さく、安定供給がなかな

かできない点。

●どうやって人を呼び込むか。農産物加工所を整

備するなど知恵を絞り、人が集まる施設にし

ていかなければならない。 

●全国発信の基地として機能強化。空間を開放し

て、不特定多数を集め、魅力化を実施する必

要がある。

跡市会場
「空き家対策について」

●定住集落活性化対策を行って入居したにも関わ

らず、利便性が悪いことを理由に退去された例

もある。行政と近隣住民のサポートが必要。

●若者のための安価な住宅も必要。空き家を企

業の社宅として利用したり、大学などの合宿

施設としての利用を考える必要がある。

●農業希望者に空き家と耕作地をセットにし、提

供するなど付加価値を付けるべき。危険を伴

う空き家については解体の助成金制度の確立

が急がれる。所有者不明の空き家を発生させ

ない対策が必要。

●空き家情報の把握に行政は積極的に取り組む

必要がある。リフォーム助成制度は地域の仕

事を作り出すためにも役立つと思う。

市山会場
「地域公共交通について」

●生活交通バスが走っているが、市民からは使い

勝手が悪いとの声あり。乗車率0.45／日など

利用率が低い。高齢者が免許を返納しても不便。

●本当に行きたいところに行けるようにする。

生活交通バスでも利用率が高いものは、本来

のコースよりはずれて玄関先まで行っている。

こうしたサービスができる様にすべき。

●費用対効果が悪い。求められている場所の分析

ができていないのではないか。

●利用者は病院、買い物に行くことが多い。地域

コミュニティで送迎支援をすべきではないか。

ワゴン車１台購入して、買い物、病院への通

院を支援すべき。

和木会場
「地域経済活性化について」

●企業進出や若い人の起業など明るいこともあ

るが、地元商店など経済が縮小している。農業・

林業・漁業の担い手不足が深刻化している。

●人材確保が困難。行政による既存企業へのソフ

ト的なアドバイスや経営指導が大切で、雇用

環境を整えていくことが地域経済活性化につ

ながる。

●民業の活性化が前提で、お金を出せばよいでは

続かない。提案に基づき支援すべきで、プレ

ゼン力を行政や商工団体がアドバイスしてい

く必要がある。

●総合戦略で５年間で 200人の雇用を増やす方

針。６次産業化やバイオマスなど新しい分野

を支援すべき。

第２部パネルディスカッション
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議会報告会で寄せられたご意見を市長へ届けました（要約）

●青波インターチェンジのことなど、初めて聞いたことがあった。そういった情報を積極的に地域

に流してほしい。　　　　　　　　　　　

●跡市地区では、バスとＪＲの接続についても配慮してほしい。交通弱者の増える中、是非検討し

てほしい。

●空き家対策について、跡市地区で大きな空き家は中学校と小学校であるが、自治会や地域コミュ

ニティではどうしようもない。ライフラインのないところで空き家対策などできない。

●津宮小学校の運動会に行ったが、駐車場が用意されていない。統合された側の立場も考えること

が大切ではないか。

●ＵＩターン者が定住するためには、自治会などの支援が必要だと思うが、自治会費の地域差を調

整し低額にするなど、定住を促進するための方策について自治会連合会で検討する必要があると

思う。　　　　　　　　

●救急車について、長谷地区は旭町からは来てもらえない。川戸から来る。つなげられないか。

●済生会病院の喫煙問題。職員が数名吸っていたということだが、誰が吸っていたか分かるはずだ。

国、県からの補助金もあるが市も税金を投入している。

●デマンドバスを進めるべき。タブレットを提供して予約を取れば、必要な時に必要なところへ行

けるようになる。

●行政の配布物の手数料が、１５年間８００円で変わっていない。１０００円くらいにすべきでは

ないか。

●連合自治会は任意団体だから、自治会の行事等を広報に載せることはできないといわれた。コミュ

ニティとは違うのか。

 ●再生エネルギーは業者向けの支援策があるが、市民が享受できる仕組みができていない。薪ストー

ブ、薪風呂などの支援が必要ではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　

●和木保育所が廃止となるそうだが、跡地利用は決まっているのか。

●子供の姿を見ない。子供の遊ぶ場がない。苺山公園などは公有地でもっと有効活用した方がよい。

●空き家対策について、自治会長として大変苦慮している。危険空き家の対応はどうなっているか。

早く条例を制定すべき。

　※第 3部の意見交換会で参加した市民の皆様から頂いたご意見を市長へ届けました。

第 8回議会報告会　跡市会場
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委　

員　
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田　
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治

委　

員　

藤
間　

義
明

委　

員　

森
脇　

悦
朗

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対

策

特

別

委

員

会

議会を傍聴しよう

江津市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしておりま
す。傍聴をご希望の方は、
議会開催日に本庁３階の議
会事務局までお越し下さい。

議会に参加しよう

議会に対して陳情などを
提出することができます。
陳情とは、特定の事項につ
いて議会などに実情を訴
え、適切な措置を要望する
ことです。

編議
会
報
告
会
が
４
カ
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
ど
の
会
場
で
も
こ
の
議

会
だ
よ
り
を
も
と
に
、
議
会
の
説
明

を
し
て
い
ま
す
。

関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
広
報
委
員
会

で
は
今
後
も
模
索
し
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
庁
舎
問
題
や
、
西
部
小
学
校
、

大
き
な
事
業
費
の
こ
と
も
今
後
出
て

き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
広

報
委
員
会
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
奮

闘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
鍛
治　

恵
巳
子
）

日 月 火 水 木 金 土
2/19 20 21 22 23 24 25

委員会
（議会運営）

全員協議会

26 27 28 3/1 2 3 4

委員会
（議会運営）

本会議 議員連絡会

5 6 7 8 9 10 11

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（総務文教）

委員会
（建設厚生）

12 13 14 15 16 17 18

委員会
（予算）

委員会
（予算）

委員会
（予算）

情報交換会

19 20 21 22 23 24 25

本会議

次 回  ３ 月 定 例 会

請願・陳情締切　２月 21 日午前中まで

【表紙・甦
よみ

がえる】

集

後

編記

出雲大社にあるカエル像

16




